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秩序無秩序形強誘電体の強誘電性を引き起す相互作用は､双極子間相互作

用であるのか､近接作用であるのか､とい う問題について･.未だ明確な結論

はない｡ この点を明らかにする為､NaN02 を試料として選んだ-0

NaN02 は､双極子を担 うNO2基が休心斜方格子を作 D､Tc-1630Cと

TN-164･50Cの間でNO2基がa軸にそって正蜜的にかわる相があることが

見出されている｡ このような幕別の楯の存在は､相互作用を双極子問相互作

用 と近接作用庭分離 して考える上で便利であることが予想される｡

実験は､転移点 TNの直上で､強いX線散漫散乱を観測 し､その角度分布

及び温度変化を精密に測定 した｡実験の解析は､この散漫散乱が双極子を担

うNO2 基の秩序配列か らのゆらぎに起因すると考え､散漫散乱強度か ら秩

序慶のゆらぎの度合を推測 した｡ 一方､相互作用の形 と秩序度のゆらぎには

琴論的にある関係が予想されるので､実験結果を､この理論と比戟すること

によって相互作用の形を決めた｡EJ+

p型ゲルマニウムに於ける中性不端物散乱

井 関 次 郎

半導体に於ける中性不純物によb電子散乱に対 しては､従来ほとんど全べ

てErginsoyの式が適用されて来た｡併 し､Erginsoy の式は水素原子に

よる電子散乱をモデルとして導びかれたものであって,このモデルの成 b立

つもの -堀口ちⅤ族不純物をGe,Si中- ドープした場合の電子散乱にしか適

用で きない｡ 我々はGeにⅡ族不純物 Inを ド-プした試料でサイクロトロ
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